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Living Together計画とは？

「HIVを持ってる人も、持っていない人も、もうすでにわたしたちは
一緒に生きている」という 1ノアリティを共有するために、N P O法人

｢ぶれいす東京」とRainb()w    Ringが呼びかけけ1体になって
協働ですすめているプロジェクトです。 虹

H IVは誰にとっても身近な存在です。けれど、まだ社会のなかで
HIV陽性背が気安くカミングアウト出来る用意が足り公､のが現

＼

状です。「家族にどう思われるだろう」「仕事を失うんじゃないだ
ろうか？」「もう二度とセックスは,'l'!来ないんじゃないか」そう考え､て
しまう'場性街も少なくありません。liilじ理由で怖くて検査に行けな
いと考える「まだどちらかわからない」人も多いようです。リアリティ
が 欠 け て い る と 、 予 防 や 検 査 の 呼 び 力 ､ け も 空 振 り し が ち で す。 現

実とは違ったオ ､ガティブなイメージが人々を惑わせているのです。

また、なによりも医療や教

入 れ る 仕 ﾎ | l み を 満 足 で き

｢感染したらどうなるんだ
べ て の 人 々 が 知 り 、 考 え

と思ってイj鋤することは、

関わらなくてはならない鵬

育などの様々な場所で、|場性者を受け
るかたちで作ることができません。

ろう？」ということを、当事者だけでなくす
l l l l ) ないものは「それじゃ作んなくちゃ !」

い つ か 自 分 や 周 囲 の 人 た ち が H I V ( =

時が米たときに、

者 を 受 けD
L a

ナでなくす

なくちゃ!」

〉§HIV(=

生き生きと

: 文 章 を 吾

り、それを
戸

展 、研修

まりを捉え

実とは違ったオ ､ガ

それでも准もが生き生きと

暮らせる「未来の居場所」を作ることにつながると思っています

このプロジェクトでは、HIV IIij'l'ﾉ|畠考やその周囲の人々に文章を書
くというかたちで参加してもらい、冊子を制作配付したり、それを
も と に し た 川 統 ｲ べ ﾝ ﾄ を 開 い た り ､ ﾗ ｲ プ ｲ べ ﾝ ﾄ や 写 真 展 ､ 研 修

会の『フークショッフ｡、学校の授業・・・と、さまざまな集まりを捉え
〃

て、さまざまなアプローチが試みられてきました。 , ′

1
由

います

T O K Y O F M と 出 演 い た だ い た み な さ ん は ､ H I v に 詳 し い か ら ､ 舞 台 に 立 つ こ と
を決めてくれたわけではありません。むしろ、何も知らない、考えたLivingTogether計画のコラポレーション ことがなかったという人の方が多いくらいです。だから手紙にふ
れ、生まれた共感は人それぞれ。自分の子供や家族の話をする

H I V / *エイズのイメージというと、いろいろな侃兇や先入観が 方もいれば、友達と喧嘩した時のことを語る人もいます。でも、こう
あって、なかなか「誰にでも関係のある」病気なんだという認識が した一見HIVと関係がないようにみえる話こそが、リスナーのハー
生まれにくい状況があります．誰にでも関係があるということには、ドルを̅卜げることにつながります。また、そこで生まれたリアリティや
二つのわけがあります。ひとつは、コンドームを使わないセックスを共感の輪は魑波に乗って、こわくて検査や治療に向かえない人
すれば誰もが持ちうるウィルスであるということ“そして、もうひとつたちや、予防に無関心な人たちの気持ちを変えたり、学校や病
は、HIVを持って生きている人はすでに、誰しもの|職に暮らしてい 院や地域のさまざまな場所で､実際にHIVを持って生きている入
る存在なのだという事実です。しかし、そのリアリテイは、この社会たちを支える体制を形作っていくことにもつながると考えています．
の 中 で な か な か 見 えて 来 な い の が 現 実 で す。 差 別 を お そ れ て 、 自

分に起きたことを周囲に話をしづらいと感じているHIV陽性者が HIVを持ってる人も、「感染してるかも」とおびえて、だけど怖くて
ま だ た く さ ん い る の で す 。 検 査 に 行 け な い 人 も 、 閉 じ こ も っ た 友 だ ち を 心 l 舵 し て 来 な い 返 信

を待ちながら携帯電話を掘りしめる人も、この街の至る所にいま
す。ラジオの'近波にメッセージを乗っけて発信することには、そんな
どこにでもいる彼ら彼女らのもとにそっと言葉を届けられる良さが
あるんじゃないかと考えています。

TOKYO FMとLiving  T()gethel･計1mのコラボレーションで
は、さまざまな著名人にHIVを持うて生きている人たちの書いた
手記を朗読してもらい、感じたことを電波(Z乗せていくことで､たく
さんの人々のもとにメッセージを届けようとしています。言っちゃい

けないことが沢 l l l あるようなう °レッシャーを感じて、はじめは踊踞し

て し ま っ た け れ ど 、 手 紙 を 読 む う ち に 自 分 の 中 に ち ょ っ と し た 変 化

が 生 ま れ 、 こ れ ま で 抱 いて い た 漠 然 と し た ネ ガ ティ ブ な イメ ー ジ と

は違う風景が見えてくるのだと語った出演者もおられました。

】
「

これまでの朗読をボッドキャスティングを通じてお楽しみいただけます。

下記のURLからTOKYO FMのpremlum podcastingのページにアクセスしていただく
か､またはiTunes→podcast→TOKYO FM→premIum podcast ingから､お持ちの
iP o dにダウンロードしてください：

http：／／www・tfm.co､jp/podcasts/premium／
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すが、ライブ前に11を通して来てくださって、「ああ、この歌はあの手記に対

-するアンサーだなあ!」とjJ ,わせてくれるような場In iもありました。音楽が、言

葉や声にならない思いを染つけて人の心に届けるツールなんだということを、

改めて思い1' l ' !きせる瞬l l l lでした。
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僕にとって､今年の23歳の誕生日は、
一生忘れられない日となるだろう。
これからも誕生日が来るたびに思い出すんだと思う。
｢HIVの陽性の告知を受けた｣ということを。

今年は､本当
保健所で告知を受けたとき､頭の

という思いが強く、

講窒の 湖 に で も

いたいと思った。

議溌f
で も 、 あ り が

両 親 と が で
受 け

僕は幸せだ。 朕ひとりで悩んでる人たちに

鍵フ

ー ヘ
一

ノ フ ド ツメ し V ｰ ｡ G ソ L 盲 ． ふ V ー ､ 巳

ﾉ戻せたかっていうと､親と

それこそが-番僕にとっての宝物だよ。

昔からつまんなくて､寂しくて､遊んで泊まり歩いてさ-。
そんな生活を7年も続けたらこんなんなっちゃった。
自業自得って言えばそれまでだけど、

でも､そんな僕のことを､親父は抱きしめてくれた。

｢おまえは馬鹿だ､馬鹿だけど、
おれの大事な子どもだよ」って。

すごい嬉しかった。

なんで今まで僕はこんなに一番身近な人に

鶏 頚 艤 ／
て思った。

開 に
い の に 。

確かに 1

芝灘f鰯
、

、

なんてい

だ け ど 僕 で い い じ ゃ ん か 。

遠回りしたけど、-番子どものときからほしかったものを
得ることができたんだ。

､今年

んだ｡まさか、自分が本当にそうなの？
ﾅたとき､頭のなかが真っ白になった。

HIVは､いまはそんなに怖くないということもわかった。

そして感染したいま､妙に充実して､不思議と幸せだ。
わりといままでと同じように皆が接してくれてるし…… ○

～ T ーノ ー ヘー 、 ､ 1 J 色 、 L

ように皆が接してくれ

物のほうが多憎fそうだし。

ったんだろうって思った。

上ら何か違う展開に
たのかもしれないのに。

にへこノ

]を受け

､たいことに、

き、

ば糘g･…．。
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h l l l I n e 、 c o m 『 、

ウ

の こ と を 振 り 返 っ て み る と 、 親 の 愛

だったことに気づいて・・・。

ココロにもカラ

ヒ声をかけて

|｜と思いなが

昇にもひどい傷を負つ

ると思うんですけど、

>も、「うん大丈夫」と

みえるかよ、無理だよ !」と本気で言

尽当に幸せなことだと思います。まし

りすると、ココロが落ち着いて拠り所

アローズアップしていたものですけど、
＼

らついたり、これだけ思いやっている
、

すれ違いが色々あって。でもミ自分

: に 気 づ い た の は 子 供 が で き て か ら

ここまで､成災させてもらったことに感謝してるんだけども、言葉にして「あ

りがとう」とか、今までの気持ちとかl , l i j親に対して言ったこともないです

し、親も照れがあって子供の僕に対してそういった表現をしてきたこと

がなかったので、親とのつながりとか愛を、このHさんの手紙を読んで、

改めて強く感じました。
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朝6時に起きて､お弁当と朝ごはんを作り、

皮皮

娘といっしょに朝食。
娘を小学校に送り出し、
朝の番組の占いを見てから会社に行く。

●

運転中は大好きな詫謹自いっしょ。

、 ま ず 自 分 の 机 を 拭 い

とお弁当を O

入れたり、

ル て ､ 忙 し 帰 宅 。

q】

燕ゴニピニ愚汎風̅̅ ---̅ 、
やつを食べたりして ､忙しいときには残

どら､まず自分と即冒事。

〆

母が用意してくれた夕食を娘と一緒にいただい
みんなできょう一日の話をする。

宿題を手伝ったり､本を読んだり、
テレビやビデオを観たりして夜を過ごし、
娘といっしょにお風呂に。

、．
､

｢今日もいい-日だったね｡明日ももっといい日だね｣と
言いあってベッドに入る。

燕

幸せ。こういう毎日がとっても幸せ。

10年あまりまえに感染がわかってしばらくは、
感染していない人以上に幸せにならないと
プラスマイナス･ゼロにならないような気がしてた。

れほど､H I Vはわたしにとってネガティブ嫁 )のだった。

今は

毎 日 に 過 ご し 、

菱議灘大 好

大 好

はただの H I V 。わたしは銃しまただのHIV｡わたし｛

- こ つ

自分らしくいられるっていいなあ。

、

○



わたしは朗読が大好きで、こんなステキな川村結花さんの伴奏で朗
読をさせてもらえて、なんて幸せって思いました。
本当に、ささやかな毎日のなかに散らばっている、当たり前だと思っ
ていることの中に、すごく大切なこととか、大切にしたいことが一杯詰
まっていて、それを私たちは、なんだか大したことないような気がして

賎

鯨岸／、｡

k 削曲‘

fj'

通り過ぎていたり、指の間から平気でこば
います。
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ご い た り す る な 、 な んて 咽
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って、もちろんその他の皆

だと思ってきたこと1つ ’

ていこうという前向きな一

うやって牛きて'いるだろう
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今 シンプルなことが一番、人/|記に大串

｢こんにちは」とか、「さよなら」とか
か・・・。「おいしいね」「そうだね」、

ことがどんだけ大切かってことを、そ

い〈ってことが・・・人 ' 1 2をないがしノ

ま 6年 I i 、謬で一年間仕事を 1 7
て、「もう映IMI1なんてどうでもい、

の、なん〈二もないじゃ人」と忠づ

って散々、人に蹄みつけられた

凶W鯲舗鴛誠
影をしてるのを知っ

怪を兇ると｢橋I_1 g

なんだなあって改めて思うんです。

｢ありがとう」とか「いただきます」と
「きれいだね」「そうだね」。そういう

してそれを一つ一つちゃんと感じて

にしないっていうかなぁ・・・ - そうい

くんで、毎H死ぬことばっかI )を者ノ

､や」「この先人生やってらて何力
ごたんです”そのあともいろんなこ↓

り、裏切られたり．・・・だけどもう-

を見上げて「ああ．．なんて青空 I !

たのも人なんですよね‘，

て、毎日現場に助けに来てくれた
んl今Hもぼく、行きますからね!_ |で

<れる気持ちに索 I I I I にばんつとに

腓ちがすごく大切なんだ＃
が「ぐるりのこと。｜でした，

りも号泣して挨拶をしたときに
、

いて、それ、リリーさんだったん
､

6いえない柔らかいものに包ま

って思えたんですね。
､

f 間だったけど「ああこんな幸
、

、

で の時間が、ほんと心苦労か

k 切 だ っ て 思 う ん で す 。 、

るって思ってるんですけど、なか屯

い、報われることが少ない今の |趾

界かもしれませんけど、ひたむきに、̅j -章に、人牝を生きてると、きっと誰

かがまた、' '1分の手を握りしめてくれるんだなと。

ぼくが読んだ、 I I I V 陽性者が書いた手記にあるようなシンプルな気持

ち。そういうことって、人生にとって一爵大切だなってことを、今また改

めて感じています。
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二 W ） 午 韮

ヨ 絹

言 涯 宥 H 1

病気になってもよかったって思える人生を歩めるように。

二人で楽しく頑張っていこうね､大好きだよ。



グ

私の座右の銘は「死ぬまで生きる」。

当たり前のようだけど､死んだように生きている人は一杯いると思う。
死ぬまで生ききろうとしている人が私はとても好き。

Z

生きるっていうのは決し

ど/しな風に生きたかと’

H I Vは、生きることを改めて

自分のこととして考えるいいきっかけ

私の周りにもポジティブ
l

I私はHIVの感染を告

○■ 国

ど長さではなく、

う中身のことだと思う

蕊 ・聯

溌

尚 ̅ グダ

私も一ヨ

だからあ

という気

埜 干

懸命に生きZ

なたもl1-1じょう

持ちで、そう言

の人はいるけれど、

fられても、「だから？」というタイプ

F･蕊織

嚥馳：

きゃいけないし

ニー 生 懸 命 生
､ますハ

趣 ; … 報
' ‘ ‘ 溌臥禽器

郡
DPさ●

た？」とか「仕事手伝おうか」と

ざー’

&」

' ら も ポ ジ テ ィ ブ の 人 た ち と



、

／
翌日、始発の新幹線で行くつもりで準備をしていたら、
夜明けまえに､彼のお母さんから「いま亡くなりました」と
電話がはいった。

まえに､イ

はいった

でも､信じられなかった。

彼も言ってくれた。『心はいつもつながっている』って。

5年間、本当にありがとう!！ いつか会える日まで。



もし自分の友だちにHIV I場性の人がいたら、誰かと付き合う時にどうし
よう、って脅える時と|可じように、それは別に差別とかで､はな〈、考えると
思うんです。デブって言われることをおいしいと感じるやつと、絶対にイ
ヤだと感じるヤツがいるように、HIVのことも、差別をなくして何でも気
兼ねなく話そうよ、といつ-

う人がいるはず。だ力 'ら

友達と付き合う時と同じ

だろうって、やり取りの中

ても、それをイヤだという人と、そうしてほしいとい

、Ⅱ1Vといっても特別なことはなくて、普通の
；ように、コイツとはどう付き合っていけばいいん

!でM1雌をはかっていくのかな、と思ったんです

) 人でもないし、みんな干差〃別なんだ

えて「HIVの人とはこういう風に対応L
イツはこういう‘性格だからこうやって付き
)が、やっぱり人刷士なのかなって思う．

刀』

ま

■
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〆

ポジだということをカミングアウトしていないあいつに、

会話の中で先週倒れたこと､来週入院することも話した。

そして俺も同じく､その可能性を信じたくはなかったのだ。

こうして今､心がぐらつき揺れているように。
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っ て こ と が

や

例えるの難しいんですけど、子宮筋腫とか、自分の中に何かいるって
、

感じを、あたしの考えですけど、憎むべきものっていう風に考えな｛
、

で、それも自分のカラダの一部っていう風に考えられるほうが､絶対
的な状態としていいと思うんです。 、

例

の

わ か っ て

色んなことがあると思いますけど、これも、

に、ニキビ1つにしても、何かトラブノレが起

な感じ」っていう風に思って、それを追いII1したいと思うよりも、自分
を愛する方向で考えたほうがいいんじゃないかって。

もの凄く宙

一 J 巳

1

1

感染されると、これとこれができないとかマイナスで考えることも多いと

思うんですけど、ぜひリラックスして健やかにお過ごしください。

のに、大好きだった

乱すると思いま

ケ、あれも自分

っても「今の自

と い う 凪

叶 は こ ん
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保健所で受けた検査
正直言って「運が悪フ

ク -

Eで｢陽性で
かつた｣と届

でも、いざ’

感 が 混 ざ

い・

る I

露
篁妄呼康な人間の証｡無
)うち「俺なんか不釣合いだな」なんて、
f混ざったような、最悪な気分に襲われ

験<言われたと書は

／

そのうち「俺なんか不釣合いだな」なんて、
感が混ざったような、最悪な気分に襲われ
日はヤラずに帰ってきた。
…そんな､元来セックス大好きな僕にとつ-
日々から､さらに1年が過ぎて。

／
〆

てみると、

I L - 4 し " ひ。 - 「 × し 」 v ノ ー ロ , ノ に

たら、セックスがとても恐か

スに文

､､「この行為は危‘
かっていたし、実際
たわけじゃないんだ（

〃 ・ 渉 上 ご つ

はヤラず’

た の 何 ％

も 抜 け 出

に対し
置康な．

○

分 か って
.、弁妬1 .十 ’

して(ご駕要
めちやってさ。

に)貫欲であれば
こ見えて、めちやめ

欲情しない､ってワケじゃな
まあ､告知されてからしばら

た。 一 ジグ ひ、 月 X ' 四 ・ づ 示 し ノ J W ｰ ＝ ・ I グ 旬 し L O J I 1

帰ってきた。
;来セックス大好きな僕にとって地リ

か つ た け ど …

感染してから半年後くらい力
ど一してもヤリたくなって、ハ

、フ厄オ
ヒ ョ ー 廿 一

とても幸せなことに

染していることも、晨

僕は、自分がウイル
な人に病気をうつさ

､ 最 悪

せなことに、

ることも、受

しばらくは

に病気をうつさ

査 を 受 け る 前

｣なんて疑わオ

こんな僕にも恋人ができた。HIVに感
け入れてくれた。

<持ってるって知ってるからこそ､大切
度いように工夫できるんだよね。

入れてく

ス持つ可

ないよう

､な？

ツテンバに行ったんだ。

あるいは

1

､は｢俺

われるのが嫌で、コンドームなんか使わな

い o

舅鰯雲のこと疑ってんのか?｣って
更ってほしい｣って言えなか

の自分

ンドーム使ってほしい｣って言えなかった

ス ロ つ L 匂 〃 ､ ワ

できるんだよ

つ

が悪かった

だけど本当

もね。

い 産んで

わなか

健所で「

目 ' 1 ジ 旬

ったか

本当は、

｣と思っ貝った。

同時に少しだけ、安心しても良かったのか
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いる/しな人がI I ¥通に| I '鮒の｢ | 'で ﾉ ' 2枡して、その| | '湖ですべてのこ

とが起きてるんだけど、一冊良くないことが、いまだに例えばH I Vと

|分には |% 1 1糸ないんた」｜そういうこ

てることなんだ」って思ってしまうこ

れ、もうこのIIキ代になったらそれは

だと思うんだけど

ってる人だって、沢 l l l いて当たり前

だっていろいろ進歩して米てるの

って思ってるのは､まあ､ｷﾂL/fT
〃

,てしまってもいいんじゃな〈／か
,とぼくと二人で僻糸llや‘てたとき
がﾏｲﾉﾘﾃｨにな／る瞬,,,って

|ﾐ活の ' ' 1でみんなが|司

恕い〔/ノ刀コノよ

く らいのこ ’

'しな風にタ’

二とし力'言，

た 人 が 川 手 で も | " | 制

冷たく兇えるっていう

．希望はないんた

'会｣蹄にこれだけ
i"いじ,--) I_やろル!1U

ますし、まあほとんどの女' | / | ;の方はクラミジアかなんかを持ってると思

いますけど（笑）、ここで今｜｜集まってることが、袖触|〕合う縁っていう

んですか？こういう機会に「あ、そうなんだ」って、すべてのことが' ' 1分

と繋がる I ]常の ! | 1で ,起きてることなんだなってことを忘れないように

生柵したいなって思いますね ｡
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ちゃんと人と人が繋がっていくしか人の未＊
ていうことはホントにそうだと思う。李l lだってこ

がいれば、ケイの方もH I Vキャリアの方もたくも
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丁度､つつじの花が街に溢れる季
彼と出逢って1年目を迎えてい焼

6

●

て い 焼

貝 院

／

出逢った時から、1年に1回は記念
HIV検査に行こうと話し合っていた

識．
ぷ
、 ．

ふ
問

人

この1年間、HIVは薬でコントロールできていて、
ウイルス量も限界値以下ではあった。
セイファーSEXにも心がけていたし､そんなはずはない､と
思っていても、ただ実際はギリギリの接触もあった。

きに行く日だった

メール受信=＞
＜は-い､お疲れさま。これから行きま-す。大丈夫だよ。

いけなかった。

もし感染させてしまったら…どうしようと思っていた。

もし感染したら､一緒に治していきましよ･＞

すると間髪入れずに…。

心配なんだ。＞

こんな簡単で､優しい返信が…。
彼だって不安だろうし、
もっといろいろな思いを書いてくると思ってただけに、
かえってジーンときてしまい、

僕の目は涙でいっぱいになった。

●

車を止め､ただひたすら彼のマイナスの結果を祈る。
／30分後再度メールが届く。

澱 受信今
ナ ス で I

篭
にして､彼の目を見たら、

を彼に伝えると、

スでした。心配かけたね。ご

韮 ス で 一 緒 に す る 垂 に

心配

そんな僕を見て､彼ももらい泣き。
その彼を見て､僕ももう一度もらい泣き。
そして 2人で泣き笑い…。

fめれね。＞
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雲 襄

今IⅢ l手紙を読んで、本)1 i

いつもは笑ってばっかりい

今}|は息するのも忘れる〈

期‘

この手紙の2人、ホントにう

すごくシンプルな彼氏の言

自分だったら同じことを言
本 当 に い い 才 1 , コ 1 2 人 a

､ 、 I
L

' 一

. 一

リノ｛-，

いかなり緊引

に バ ク バ ク し た ん で す け ど

ロサンゼルスにいた時に

ド侭なことを教えて

通して本人；

B や ま し い ’

出

畷

粟に優しさが溢れているし、

Lるかってすごく考えた。

幸せの秘訣を教えてほしい！
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自分を大切にすることは、ノ

β ＝ 菅 ノ ー

［、言葉

／

『よ、人は

､るし、

ケラがあるし、

それさえあれば、「あ-1」

で’
0

･わ

んなに一番わかってほしいも
してほし

泣くより笑-つてるのが多い（

ぐみ

自 分 も 周 り も 大 事 に ’

号 の た め に 自 分 が で き る こ と を 周 り と も た く さ ん 話 ’

ナーh

クトするとか、そうじゃなくて、

しにも思いやりを持って接す̅るってこと

一 戸 や I

L - と

一緒に楽しくやっていきましよ- l

L i v i n g To g e t h e r 1
A I で した！
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虫 (IV )

箭 内 道 彦
クリエイティブディレクター

今I'ilのil: $IFを'jlき受けるまで､、HIVのことが1''Iもわからないままに過ごして

いましたが、いろんなI ]常が描かれた“乗 ,かい ' '手紙をたくさん読んで、ｹ

ｽﾄのﾉﾉの朗読を聴いて､やっとｽﾀ竺卜地点にたてた気がします"赤が蛍
色になるみたいに、何かが劇的に変わったわけではないんだけど、ジワ-つ

という変わI)方でカラダが動きだしたというか、初めて入ったスイッチがあっ

て、これからも深くなったり浅くなったりしながら､ちょっとずつ考えていくんだ

ろうなあ、と。きっと、聴いてる力の!|!にも、催のような人多いと思いますが、

111Vとの接し〃って、何だか自分のココロのテクニ､ソクとか年輪からくる深

みとかを婆求きれているようで、すごく難しいなあとひるんでたんですけど、ま

ずは知っていることだけでいいのかもしれないと思うようになって､すごく気

が楽になりました。Liv ing Togethe l･というと、病気の人を助けて、みた

いな一方迦イ『で脅えてしまいがちですけど、ﾘI斯煎の人に僕が助けられても
J

〃

いいし、元気づけられてもいい。おﾉﾉ:い様の描造がグルグル回り姑めること
J ,

が人' l fだと思うんですよ。経験してない力,ら、近くにい窓いから語れないわ

けではな上,し遠慮しない感じでもっと収方li ' jのコミュニケーションができる
／

よう(二なるといい。

(､L "蕊ができて咲療がすすみ、I I IVそのもののあi ) ﾉが変わっているのに、
．／

(､つまでも「コワいよ、危ないよ」と広i'iやメディアが蝿った頃のイメージが
11Iえていないで､すよね。漠然とコワい、という力i排ちを払拭して、特別にな'）､ ､ l ′ ･

過ぎたHIVを、沢111ある病気と北ダ1lなんだというところに戻してあげるため

に、朗読という表現はすごく強い力を持っていると思います．tlで読む、｣_｜

で聴くだけではｶﾗダに入ってこないものが､｝稀〈二出してみると､すごく入っ

てくる。川1樅って、推仁でもできる、開力'れた表現だから、世の中でもつと流

1jっていいんじゃないかと思います。

延 江 浩
TOKY O F M 細成肘次災

I I I vの問題を継統して唯つけてイj･こうって高うメディアがないと‘ ; .われた

のがすごく髄きですエイズは、l､レンドじゃないんだから、吟や/しと地遊に、こ

ういうことをや -〕ておかないと

ラジオって言うのはテレヒ､とは述って、人と人とをつなぐ「場所』なんです。

ずっとラジオやってますけど、ラジオのDJってね、実は30すぎてから花開くん
ですよね。人と人とをつなぐ11キには、受け下も、それから送り-下もり|きIIILっ

てものがが必要なのね。人ﾉ| ;経験があったi)、失敗した経験があったり．そ

ういう人の方が伸びる/Lですよ“30すぎて家族の問題だとか恋人の問題

だとかあと仕覗の問題だとか瓶気の問題に関して一通り通過したDJって
いうのは一様に長くもつんですよ“

でね、そういうスタンスからイj〈と、「エイズがI､レンドだの、トレンドじゃなく

なった」だのっていう価値観はないんです。

HIVを持ってるかもしれない、あるいはすでに持ってる人の局･蕊だとか気

持ちを乗せていくためには、ラジオは使いやすいメディアかなって思うんで

す ちゃんとふところがあるからね｡

HIVは心の問題とも繋がってるから、そういう意味でも、ラジオは通してるの

かなって思っています。

そんなにえぐいメディアじゃないけれども、例えば何か、まだ真=>【［imにぶつ

力‘ったら盲･いにくいことをメディアとして使って頂けるならば､そしてそれ(二

よっていい作川が生まれるならばいいなと思っています。

次もやっていきましょう|もうすでに営業のりjの子たちは企l醐菩あるいはこの

前の特番の録音を持ち歩いて、いろんなところにセールスして歩いたりして

ますよハ
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「Entel･max BIBLE｣ (20()7<II()11815･2311、llll29H、l2113～611（).A）
MC :坂こみき柴 |Ⅱ幸1 ' -  " l ｢ 洸 : ' | ! 帝介フローラン・ダバディ 大賛妙 j ' ･  A l

「Diary BIBLE｣ (2008ff51126～29 1]､6j̅1911（)A）
MC: Chigusa 柴lll幸子朗i流:  MI1売輔'リリーフﾗﾝｷｰ'1!納良忠(EGO-WRAPPIN )

「BIBLE｣ (2()()8年12tll～411，1718110A） 
MC:箭内道彦 柴11l幸子 川｣if : Iﾉ､1 111存菊 IM l l i ! j : IM " i ' - 脚批部忠一

「Tree of L()veポエトリー・リーディングThink About AIDS」（2007.1214）
MC：坂上みき 柴|{I幸'参・朗枕：人間妙j-’ '11'1‘l l I l i・ 坂上みき 小''1ジヤオ､ツト愛子 IﾉWⅣl鵲堀lﾉ1尚之
ラ イ ブ ： 川 村 絲 花 熊 木 杏 里 人 樹
*2008年l)11,111H()liday Sp“ial(12()II1iI].)として().A・

「Living Togethel・×TOKYO FM ×ぐるりのこと。ポエトリー・'ノーデイングThink About AIDS」（2()0806.()6）
MC：Chigusa 柴I{I幸]'・ 朗読：リリー･フランキー楠11亮輔佐藤iI梨i・ 内冊恭j-GAKU-MC やしる教頭（School（)f L()ckI）Chigusa
ライブ：′｣､原孝Mctis   AkeI〕()shi
＊2008年7n41i S11I1da]『SI〕どcial（55mi【1.）として(),A・

「Living Together×TOKYO FM ボエトリー・リーディングThink About A1DS」（20081216）
M C ： 箭 内 道 彦 柴 川 幸 子 朗 沈 I ﾉ 1 1 1 1 春 菊 ｜ 品 川 袖 菊 川 怜 椿 姫 彩 漿 箭 内 道 彦
ライブ：童〕霧･-T  Saigenji 禍I泉災穂
*2009年1月411SuIld鋤，Spe〔iill(55min.）としてO,,ﾍ. ＊2()(){)年2j121I｣Musi〔Th〔,aIEr（55m11】.)として企i叩7局才､･ソトO､』l､

「Living Together×TOKYO FM ポエトリー・リーディングThink About』ﾍIDS」（2009.6.13）
MC：堀内跳之 柴IⅡ幸子 朗読：しりあがり寿水ilI補鮠松本素姓（G()ING UNDER（)ROUND） 恥11内ft之
ライフ．：エリオット･ヤミン松本素41も（GOING UNDER GR()UND）
＊2009年6月2511神爵（55min.）として() .入．

「Living T(噸ether×TOKYO F M ポエトリー・リーディングThink About AIDS」（2009」2」8）
M C ： 堀 内 貴 之 柴 川 幸 一 j 診 一 朗 読 ： 屹 木 健 一 郎 尚 楠 槻 一 郎 松 下 山 棚 河 1 1 恭 再 滴 水 ミ チコ
ライブ：河 I ̅ I 恭謁清水ミチ． F ' ･ i c d l > I ･ i d e
＊2()09年12月29H 特爵（55min.）として().A，

「Living Together×TOKYO FM ポエトリー・リーディングThink AboutAIDS vo1.6」（2()106.4）
M c 堀 内 貴 之 柴 川 幸 子 朗 読 : ピ ー タ ー ・ バ ラ カ ン 、 ド M f 解 一 郎 吉 、 秀 彦
ラ イ ブ : c ( ) b a 脚 我 部 恵 一 L O v E
＊20 1 0年6月2 8 1 1 J F N系列38吋 ｵ ､ ﾂ ﾄ ｢ I J I ! = T ( ) Ⅶ L L A - l で〔 )八 .

「Living Togcther×TOKYO FM ポエトリー・リーディングThjnk About AII)S vo1.7」（2()10．11．8）
M C : 柴 田 幸 子 朗 読 : A R ATA 性 々 水 恭 子 I I I 1 l 1 p ウ マ 中 村 中 安 め く ’ み
ライブ:中村！|1 マイア・バルー
＊2010年11〃’9111̅トウキョウカウンシルーI（55mill.）で0．A．

「Living Together×TOKYO FM ポエトリー・リーディングThink About AIDS Final1」（2()l()1217）
M C : 堀 内 貴 之 柴 ' 1 1 幸 r - 期 i j l f : 人 l l l 光 代 菊 地 成 孔 鈴 木 お き む l i l I j l : 叩 M E G U M I
ライブ : 安藤裕 j ' ・ F U N K I S T雌M 1 : 洲（ S A K E R O C K）
＊2010年l21 I23 I I特番（90min）として( ) .八．

S,〕cc ia l tha I1ks1( , . . .このプロジェクトを支えていただいた全ての岬:縦行、スタッフ、そして関係-荷の皆様
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エォズ予防のための戦略研究‘

i X : 0 3 - 3 2 2 6 - 8 9 9 8 （担当 : 荒木、佐久間 )  E m a i l : i n f o C a k t a . j p

労働省委託事業「同性愛者等のHIVに関する柑談・支援事業」で

幻

」

、、L
､

、可
可

、

支 援事業」で作成されました。

I、OKY O  F M

発 行 ： エ ォズ 予 防 の た め の 戦 略 研 究 ･ M S M 首 都 圏 グル ープ

協 ノ j ： T O K Y O F M

写典： Hi l ･oyuk i Takenouch i イラスl､レーション:ノリ助

デザイン： 水,烏デザイン株式会社

企llhl細柴： 生肋刷、雛111紀夫、東島由幸

お問い合わせ先：コミュニラーィセンターak t a

〒 l 6 0 - O O 2 2 東 京 都 新 宿 区 新 柄 2 - 1 5 - 1 3 第 2 中 江 ピ ル 3 0 1

T E L ＆ FA X : 0 3 - 3 2 2 6 - 8 9 9 8 （担当 : 荒木、佐久間） E m ，

このll l l r･は､2011年度呼生労働省委託事業「|司性愛者等のHIVに関する＃
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